
赤
岳
は
八
ヶ
岳
連
峰
の

最
高
峰
。
標
高
二
八
九
九

ｍ
を
誇
る
。
山
頂
か
ら
拡

が
る
富
士
山
の
よ
う
な
雄

大
な
斜
面
を
、
Ｊ
Ｒ
小
海

線
の
清
里
駅
に
向
か
っ
て

上
る
と
、
途
中
に
小
須
田

牧
場
が
あ
る
。

馬
の
牧
場
で
、
引
き
馬

に
乗
っ
た
り
、
親
子
で
乗

馬
を
楽
し
む
事
が
出
来
る

よ
う
だ
。
学
校
単
位
な
ど

で
、
牧
場
体
験
も
出
来
る

そ
う
だ
。
乗
馬
、
牧
草
集

め
、
薪
割
り
、
馬
小
屋
掃

除
等
、
都
会
の
子
供
達
に

は
と
て
も
楽
し
い
体
験
に

な
る
だ
ろ
う
。

今
で
こ
そ
観
光
客
の
絶

え
な
い
清
里
だ
が
、
そ
の

開
拓
は
昭
和
十
年
代
か
ら
。

キ
リ
ス
ト
教
聖
公
会
の

聖
徒
ア
ン
デ
レ
同
胞
会
が

指
導
者
キ
ャ
ン
プ
場
を
開

い
た
。
清
泉
寮
だ
。

東
京
の
水
源
、
小
河
内

ダ
ム
建
設
で
立
ち
退
き
と

な
っ
た
人
々
が
筆
舌
に
尽

く
し
が
た
い
苦
労
の
末
、

開
拓
し
た
土
地
で
も
あ
る
。
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小

須

田

牧

場

山
梨
県
北
杜
市
高
根
町
清
里

二
〇
一
八
年
十
月

「
百
年
後
の
日
本
は
ど

う
な
る
の
だ
ろ
う
か
？
」

安
倍
自
公
政
権
は
百
年
後

を
見
据
え
て
い
る
か
？

国
民
生
活
は
？

国
民
生
活
は
良
く
な
る

か
？
現
政
権
は
消
費
税
増

税
、
福
祉
削
減
、
医
療
費

本
人
負
担
増
な
ど
庶
民
の

生
活
を
悪
く
す
る
政
策
ば

か
り
。

世
界
平
和
に
は

世
界
の
平
和
を
ど
う
進

め
る
の
か
、
北
朝
鮮
、
ロ

シ
ア
、
中
国
な
ど
近
隣
諸

国
と
の
関
係
を
ど
う
改
善

す
る
の
か
、
ア
ベ
の
政
策

が
見
え
な
い
。
「
北
の
脅

威
は
変
わ
ら
な
い
」
と
イ
ー

ジ
ス
ア
シ
ョ
ア
に
巨
費
を

注
ぎ
込
む
。
北
の
脅
威
が

変
わ
ら
な
い
な
ら
、
南
北

朝
鮮
が
関
係
改
善
に
至
る

筈
が
な
い
。

今
、
全
国
に
治
外
法
権

の
米
軍
基
地
が
あ
る
。
戦

後
も
う
七
三
年
。
米
軍
に

は
お
さ
ら
ば
す
る
時
期
で

は
な
い
か
？
辺
野
古
の
新

基
地
な
ど
要
ら
な
い
。

農
山
村
は

米
国
か
ら
の
輸
入
圧
力

で
、
日
本
の
農
産
物
生
産

は
行
き
詰
ま
り
農
山
村
で

は
跡
を
継
ぐ
人
が
い
な
い
。

輸
入
を
規
制
し
、
食
糧
自

給
率
を
回
復
し
、
農
山
村

の
復
興
の
道
筋
を
つ
け
る

の
が
政
治
で
は
な
い
か
？

大
学
で
は

研
究
予
算
減
で
、
日
本

の
大
学
の
研
究
論
文
発
表

数
が
中
国
や
イ
ン
ド
に
抜

か
れ
て
い
る
。
明
治
維
新

の
頃
は
世
界
的
に
見
て
も

国
民
の
教
育
水
準
が
高
か
っ

た
。
そ
れ
が
急
速
な
発
展

に
繋
が
っ
た
の
に
、
今
は

そ
の
逆
を
行
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。

百年 の計 のな い安倍自公政権

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？


